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Several studies have reported significant relationships between the season of birth and person-
ality. An experiment was conducted to test the hypothesis if winter births have high scores on 
sensation seeking, or a tendency for morningness chronotype, then empathic accuracy in 
emotional contagion and the frequency of draws in paper-rock-scissors would increase. 
Participants (N = 130) were asked to pair with partners and report how much they (themselves 
and partners) currently felt lonely, hungry, and tired on a 7-point scale. After that, they played 
rock-paper-scissors twelve times. Results showed that the score of empathic accuracy and the 
frequency of draws were not influenced by sensation seeking, however, some of the results 
suggested a possibility of the winter birth effect on contagion-mimicry association. The rele-
vance of emotional disturbance of winter births, empathic accuracy, and motor mimicry were 
discussed.
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問　題

誕生季節と免疫機能
　誕生季節効果（season of birth effect）は，誕生季
節が統合失調症などの疾患リスクに影響する現象を
いう（Schwartz, 2011）。特に冬生まれは，免疫機能
に問題が生じやすいとされる（Susanto et al., 2017）。
例えば，食物アレルギーの乳児や児童・生徒は秋冬
生まれが多く（Kushinoki et al., 2013 ; Tanaka et al., 
2015），オーストラリアの調査においても，食物アレ
ルギーの幼児は秋冬（3 月から 8 月）生まれが多か
った（Mullins et al., 2011）。冬生まれの新生児は免
疫細胞（タイプ 1，タイプ 17）の炎症反応が高く

（Thysen et al., 2016），このことは母体が感染性微生
物に晒された可能性を示唆するという。また，冬生
まれの成人は，赤血球容積粒度分布幅（red blood 
cell distribution width）が大きく（Lippi, Salvagno, 
Montagnana, Danes, & Guidi, 2016），これは，さま

ざまな身体疾患のリスクが高いことを意味する。
　誕生季節効果のメカニズムとして，冬季は母体が
感染症にかかりやすく（maternal infection 仮説），
日照時間の減少でビタミン D が不足するため（low 
vitamin D 仮説），胎児の神経発達に影響する，とい
う説明が一般的である（Schwartz, 2011, 2014）。実
際，冬（2 月 3 月）生まれの新生児は，血液中のビ
タミン D（25-OH-D3）濃度が低く（Tornhammar, 
Ueda, Hult, Simila, Eyles, & Norman, 2014），不妊治
療を受けている女性の 40.1 パーセントは血しょうビ
タミン D が不足していた（Pagliardini et al., 2015）。
統合失調症（Cieslak et al., 2014 ; Kočovská, Gaughran, 
Krivoy, & Meier, 2017 ; McGrath, Burne, Féron, 
Mackay-Sim, & Eyles, 2010 ）や 自 閉 症（ Jia et al., 
2015 ; Kočovská, Fernell, Billstedt, Minnis, & 
Gillberg, 2012 ; Pioggia et al., 2014 ; Saad et al., 2016 ; 
Whitehouse et al., 2013）がビタミン D 不足と関連す
る，という報告もある（ネガティブデータもある。
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Uğur & Gürkan, 2014）。また，統合失調症（Miller, 
2013）や男性の季節性気分変動（seasonal mood 
variations）が，胎児期の日照時間（photoperiods）
の影響を受けていることも示唆されている（Tonetti, 
Milfont, Tilyard, & Natale, 2013）。その他，冬生ま
れの女性は（夏生まれに比べて），脳の各部位（紡錘
状回，中側頭回，下頭頂小葉，上頭頂小葉，小脳， 
前頭前皮質背外側部，背内側部）の容積が異なると
い う（ Pantazatos, 2014 ）。そ し て，小 児 脳 腫 瘍

（childhood brain tumors）は冬生まれに多い（Makino, 
Nakamura, Hide, & Kuratsu, 2011）。

冬生まれと精神疾患
　誕生季節は精神疾患にも影響する。統合失調症は
冬（12 月 1 月 2 月）生まれに多い（Martínez-Ortega 
et al., 2011）。統合失調症は冬春生まれに多く，高緯
度地域ほどリスクが高くなる（Davies, Welham, 
Chant, Torrey, & McGrath, 2003）。中学・高校生に
おける精神病様体験（psychotic-like experiences）
は，冬生まれに多い（Tochigi, Nishida, Shimodera, 
Okazaki, & Sasaki, 2013）。冬春生まれの青年は，抑う
つ的なほど，右の後頭葉の皮質厚（cortical thickness）
が大きい（Cordova-Palomera et al., 2014）。一般人
口における統合失調型パーソナリティ（schizotypal 
personality）の程度は，冬生まれが高いという結果
と（Hori et al., 2012 ; Konrath, Beckius, & Tran, 2016 ; 
Reid & Zborowski, 2006），誕生季節で異ならないと
いう結果がある（Córdova-Palomera et al., 2015）。 
その他，男性の非右利き（non-right-handedness） 
は冬生まれに多いという（Stoyanov, Nikolova, & 
Pashalieva, 2011 ）。非 典 型 利 き 手（ non-right-
handedness or mixed-handedness）は統合失調型パ
ーソナリティの程度が高いので（Bolinskey, Iati, 
Hunter, & Novi, 2013），このことは冬生まれの情動
的な不安定さを意味しているといえる。
　一方，冬生まれには利点もあるようだ。冬春生ま
れの幼児はハイハイ（crawl）が4週間も早く（Atun-
Einy, Cohen, Samuel, & Scher, 2013），10月から4月
生まれの 8 歳児は身長・体重ともに大きいので

（Krenz-Niedbała, Puch, & Kościński, 2011），運動発
達はよいかもしれない。また，冬生まれは肺がんの
リスクが低いという調査もある（Hao, Yan, Ke, 
Wang, & He, 2017）。自己免疫疾患のセリアック病
は冬生まれに少なく（Namatovu, Lindkvist, Olsson, 

Ivarsson, & Sandström, 2016），著者らはスウェーデ
ンにおける季節性ウィルス感染（seasonal viral 
infection）の影響を考察している。また，セントロ
ーレンス川（Saint-Lawrence River）の南側の地域
では，冬生まれが長寿だったが，北側の地域では夏
生まれのほうが長生きであった（Gagnon, 2012）。誕
生季節以外の要因が交互作用すると思われる。

冬季以外の誕生季節効果
　冬季以外の誕生季節効果もある。統合失調症

（Wang & Zhang, 2017）や自閉症（Hebert, Miller, & 
Joinson, 2010）は春生まれに多いという報告，皮膚
がん（cutaneous malignant melanoma）のリスクは
春 生 ま れ に 高 い と い う 報 告 が あ る（ Crump, 
Sundquist, Sieh, Winkleby, & Sundquist, 2014 ）。ま
た，春生まれの双極性障害は，BMI（body mass 
index）が高くなりやすい（Soreca, Cheng, Frank, 
Fagiolini, & Kupfer, 2013 ）。上 述 の セ リ アッ ク 病

（coeliac disease）は春生まれの男子に多いという結
果と（Tanpowpong, 2013），夏生まれに多いという結
果がある（Lebwohl, Green, Murray, & Ludvigsson, 
2013）。
　季節性の気分変動は，夏生まれの青年に高い

（Tonetti, Fabbri, Martoni, & Natale, 2012）。ADHD
は夏生まれに多く（Brookes et al., 2008），強迫症は
8 月から 11 月生まれに多い（Cheng, Lin, Chou, Tsai, 
Lan, & Nestadt, 2014）。夏生まれの統合失調症患者
は白質統合性（white matter integrity）が低いとい
う報告もある（Giezendanner et al., 2014）。これは，
夏生まれのほうが重症化しやすいことを示唆する

（Messias et al., 2004）。また，夏生まれの男性は（冬
生まれと春生まれに比べて）Big Five パーソナリテ
ィの統制性（conscientiousness）が低く（Tonetti, 
Fabbri, & Natale, 2009），7 月を中心とする春夏生ま
れ の 人 は 自 殺 の リ ス ク が 高 い と い う（ Döme, 
Kapitány, Ignits, & Rihmer, 2010）。これらに関連し
て，セロトニン運搬遺伝子 5-HTTLPR の s アレル

（リスク型）保持者は，7 月生まれに多いという研究
もある（Gonda et al., 2012）。

誕生季節と刺激追求
　さらに，誕生季節とドーパミン（dopamine）系の
関連が検討されている。冬（10 月から 3 月）生まれ
の男性は刺激追求（sensation seeking）の得点が高
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く（Eisenberg, Campbell, MacKillop, Lum, & Wilson, 
2007），冬（10 月から 1 月）生まれの中学・高校生
の女子は，新奇性追求（novelty seeking）の得点が
高 い （ Chotai, Jonasson, Hägglöf, & Adolfsson, 
2002）。刺激追求は，45 歳までは冬（10 月から 3 月）
生まれが高く，46 歳以上では冬以外（4 月から 9 月）
生まれが高くなるという報告もある（Joinson & 
Nettle, 2005）。
　冬生まれは DRD4 遺伝子の繰り返し数が多い

（Brookes et al., 2008）。また，DRD4 遺伝子の繰り
返し数が多く，かつ冬生まれの人は，アイオワ・ギ
ャンブル課題（Iowa gambling task）でリスクを取
る（Roussos, Giakoumaki, & Bitsios, 2010）。逆に，
DRD4 遺伝子の繰り返し数が少なく（新奇性追求が
低い），かつ春夏（4 月から 9 月）生まれの男性は

（秋冬生まれの女性も），独裁者ゲーム（ultimatum 
game）で公平な提案を好むという（Zhong et al., 
2010）。著者らは，新奇性追求が低いと社会規範を重
視するようになると考察している。また，DRD4 遺
伝子の繰り返し数が多く，かつ秋生まれの女性は，
感情的に食べる（emotional eating）ことが多い（van 
Strien, Levitan, Engels, & Homberg, 2015 ）。た だ
し，女性の過食症（bulimia nervosa）は秋生まれに
多いという結果や（Brewerton, Dansky, O’neil, & 
Kilpatrick, 2012），女性の摂食障害の割合は誕生月で
異ならない，という結果もある（Winje, Torgalsbøen, 
Brunborg, & Lask, 2013a, 2013b）。
　一方，秋冬生まれの女性は（春夏生まれに比べて）
新奇性追求（novelty seeking）が低いという結果や

（Chotai, Joukamaa, Taanila, Lichtermann, & 
Miettunen, 2009），新奇性追求の程度は誕生季節で
異ならない，という結果もある（Kazantseva et al., 
2015）。DRD4 遺伝子の繰り返し数が多い子どもは，
秋冬生まれの場合に多動（hyperkinetic conduct 
disorder）のリスクが小さくなるという報告もある
の で（ Seeger, Schloss, Schmidt, Rüter-Jungfleisch, 
& Henn, 2004），誕生季節の影響は一様でなさそう
だ。

誕生季節と朝型・夜型
　さらに，誕生季節とクロノタイプ（chlonotype）
の 関 連 も 指 摘 さ れ て い る。秋 冬 生 ま れ は 朝 型

（morningness）得点が高く，春夏生まれは低い
（Natale & Di Milia, 2011）。大学生を対象にした調査

では，12 月から 2 月生まれは（5 月 6 月 8 月生まれ
に比べて），就寝時間が早かった（Natale, Adan, & 
Fabbri, 2009）。イタリアの 10 代を対象にした調査で
は，秋生まれは（春生まれに比べて）就寝時間が早
く（Tonetti, Fabbri, Martoni, & Natale, 2011），ドイ
ツの 10 代を対象にした調査では，8 月から 10 月生
まれは（2 月から 4 月生まれに比べて），朝型得点が
高かった（Vollmer, Randler, & Milia, 2012）。日本の
研究では，10 月生まれの女子（2-12 歳）は朝型得点
が高いという報告と（Harada et al., 2011），関連が
みられなかったという報告がある（Takao, Kurachi, 
& Kato, 2009）。
　夜型（eveningness）の人は一貫して刺激追求が高
いので（Antúnez, Navarro, & Adan, 2014 ; Kang et 
al., 2015 ; Muro, Gomà-i-Freixanet, & Adan, 2012 ; 
Prat & Adan, 2013 ; Randler, Gomà-i-Freixanet, 
Muro, Knauber, & Adan, 2015 ; Rusnac, 
Spitzenstetter, & Tassi, 2016 ; Russo, Leone, 
Penolazzi, & Natale, 2012 ; Tonetti et al., 2010 ; 
Tonetti et al., 2016），もし冬生まれが朝型だとすれ
ば，刺激追求は低い可能性もある。実際，冬生まれ
の男子児童は，心拍変動の LF/HF 比が小さい（副
交感神経が優位）という（Huang, Hwang, Lai, Li, 
Kuo, & Yang, 2015）。著者らは，セロトニン分泌が
多い可能性を考察している。
　朝型の人は Big Five パーソナリティの統制性が高
く（Demirhan, Randler, & Horzum, 2016 ; Lipnevich 
et al., 2017），TCI パーソナリティの自己志向（self-
directedness）と協調性（cooperativeness）が高く

（ Lee, Lee, Jhung, & Park, 2017 ），気 分 の 高 揚
（hyperthymic）があり（Chrobak et al., 2017），活動
性（activity : 忙しい生活やチャレンジングな仕事を
好む）が高く（Tonetti et al., 2016），ポジティブな
出来事に安定的・全体的な帰属をする（Lau, Hui, Lam, 
& Cheung, 2017 ）。また，拡 散 的 思 考（ divergent 
thinking）が高く（Roeser, Riepl, Randler, & Kübler, 
2015），レジリエンス尺度（resilience scale）の得点が
高く（Lee et al., 2016），先延ばし尺度（procrastination 
scale）の得点が低い（Wang, & Hu, 2016）。そして，
がんセンターのスタッフを対象にした調査では，共
感満足（compassion satisfaction）が高く（Bellicoso, 
Trudeau, Fitch, & Ralph, 2017），人を助けることに
喜び（pleasure）を感じている。ただし，視覚的探
索課題の正確さは悪い（Jankowski & Zajenkowski, 
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2016）。したがって，もし冬生まれが朝型だとすれ
ば，他者とポジティブな関係を形成しやすい可能性
がある。

共感の正確性と動作模倣
　ところで，私たちは日常生活のなかで，お互いに
心を読み合っている。このとき，相手の思考や感情
を正確に推測する能力を，共感の正確性（empathic 
accuracy）と呼ぶ（Ickes, 2009）。筆者（串崎，2017）
はじゃんけんの引き分けを動作模倣ととらえ（Cook, 
Bird, Lünser, Huck, & Heyes, 2012），共感の正確性
が高いほど引き分けやすいことを報告した。ところ
で，刺激追求は閾下知覚を促すので（Bustin, Jones, 
Hansenne, & Quoidbach, 2015），環境からの刺激を
積極的に取り入れる特性と考えられる。しかし，串
崎（2018）においては，刺激追求は共感の正確性を
有意に予測しなかった。本研究では，誕生季節を含
めて，この点を再検討する。すなわち，刺激追求の
程度や誕生季節によって，相手の気分を直感的に感
じやすくなり，じゃんけんで引き分けやすいかどう
かを検討する。もし冬生まれの刺激追求が高いなら，
あるいは，もし冬生まれが朝型だとすれば，冬生ま
れは（それ以外に比べて）共感の正確性が高く，相
手に対する動作模倣が増え，じゃんけんで引き分け
が出やすくなると考えられる。

方　法

　参加者　教養科目の心理学を受講する学部生 130
名（男性 46 名女性 84 名）が参加した（実施時期
2017 年 7 月）。
　質問紙　最初に現在の気分として，孤独（孤独で
さびしい），空腹（お腹がすいている），疲労（疲れ
ている）の程度を「全くあてはまらない」を 1，「と
てもあてはまる」7 とする 7 段階で評定した。次に
日本語版brief sensation seeking scale（柴田・古澤，
2013）の 8 項目について「全くあてはまらない」を
1，「とてもあてはまる」を 5 とする 5 件法で評定し
た。
　手続き　続いて，近くに座っている二人組を作り，
相手の気分 3 項目について，「会話せずに直感的に想
像して」7 段階で評定した。次に実験者の合図に従
って，じゃんけんを（1 分間に四分音符＝80 の速さ
で）12 回行なった。じゃんけんは「最初はグー」の
方法で，毎回の出し手を頭の中で決めず，手のおも

むくままにじゃんけんすることを注意事項とした。1
回ごとに勝ち負けを各自で記録した。生まれ月を数
字で記入した。

結　果

　12月1月2月生まれを冬生まれとした。Eisenberg 
et al.（2007）にならい，刺激追求について，2（誕
生季節 : 冬生まれ，冬以外生まれ）×2（性別：男
性，女性）の参加者間分散分析をおこなったところ，
男性（M＝24.91, SD＝5.26）は女性（M＝22.89, SD
＝5.02）に比べて刺激追求が高い傾向はみられたが

（F［1, 126］＝2.991, p＝.086, η G
2＝.023），交互作

用は有意でなかった（F［1, 126］＝0.018, p＝.893, 
ηG

2＝.000）。
　次に， 先行研究（Erbas, Sels, Ceulemans, & 
Kuppens, 2016 ; Gadassi, Mor, & Rafaeli, 2011 ; 
Howland & Rafaeli, 2010 ; Kraus, Côté, & Keltner, 
2010）にならって，相手の気分評定と，自分が相手
の気分を評定した差の絶対値を共感の不正確さとし
た。例えば，相手の孤独感を 2 と評定し，相手の実
際の孤独感が 6 だった場合，共感の不正確さを 4 と
した。
　そして，共感の不正確さを目的変数，誕生季節（0
＝冬以外，1＝冬），性別（0＝女性，1＝男性），刺激
追求，及びそれらの交互作用項を説明変数として重
回帰分析（ステップワイズ法）を行った結果，疲労
については誕生季節（β＝0.205, p＝.018, 95％ CI

［0.035, 0.375］）を含む回帰式が得られ（adj R2

＝.054, p＝.011），空腹についても誕生季節（β＝
0.183, p＝.036, 95％ CI［0.012, 0.353］）を含む回帰
式が得られた（adj R2＝.041, p＝.026）。すなわち，
冬生まれは相手の疲労や空腹を，むしろ正確に推測
できていなかった。
　次に，引き分け数を目的変数，誕生季節，性別，
疲労に関する共感の不正確さ，及びそれらの交互作
用項を説明変数として重回帰分析（ステップワイズ法）
を行った。その結果，共感の不正確さ（β＝－0.184, p
＝.045, 95％ CI［－0.364, －0.004］），性別（β＝0.196, 
p＝.030, 95％ CI［0.019, 0.374］），誕生季節×性別

（β＝0.243, p＝.018, 95％ CI［0.042, 0.444］），誕生
季節×性別×共感の不正確さ（β＝－0.172, p＝.031, 
95％ CI［－0.328, －0.016］）を含む回帰式が有意な傾
向になった（adj R2＝.055, p＝.052）。すなわち冬生
まれの男子は，相手の疲労を正確に感じているほど
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引き分けやすくなっていたが（Figure 1a），冬生ま
れ以外の男子では，その傾向はみられなかった

（Figure 1b）。
　そこで，男性同士の 19 組と女性同士の 38 組につ
いて，二人とも共感（疲労）の不正確さが低い（0
または 1）組，高い（2 以上）組を選び，それぞれの
組に冬生まれがいるかどうかで，じゃんけんの総試

行数と引き分け数を数え，p＝1/3、試行数 n の二項
分布で，その引き分け数以上になる確率を求めた。
その結果，男性同士では冬生まれがいる場合に，相
手の疲労を正確に感じている組（不正確さ低群）で
引き分けの出現率が高く，正確に感じていない組（不
正確さ高群）で引き分けが出にくくなっていた

（Table 1）。女性同士では，逆に冬生まれがいない場
合に，同様の傾向がみられた（Table 2）。

考　察

　まず，刺激追求の程度は誕生季節と関連せず，
Eisenberg et al.（2007）の結果を再現できなかった。
次に，刺激追求あるいは誕生季節が共感の正確性を

Figure 1　 共感の不正確さ（疲労）と引き分け数の散布
図（男性）。（a）冬生まれ群，（b）冬生まれ以
外群

a

b

促すかどうかについては，串崎（2018）の結果と同
様，刺激追求は影響しなかった。また，予想に反し
て，冬生まれは相手の気分を正確に推測できていな
かった。例えば，抑うつは共感の正確性を下げるこ
とがわかっており（Gadassi, Mor, & Rafaeli, 2011 ; 
Papp, Kouros, & Cummings, 2010），冬生まれの情動
的な不安定さが影響した可能性が考えられる。
　誕生季節が動作模倣を増やすかどうかについては，
冬生まれの男性及び冬生まれでない女性で，相手の
疲労を正確に感じているほど引き分けが出やすくな
っていた（Figure 1a, Figure 1b）。共感の正確性が
高いほど引き分けやすいという結果は，串崎（2017, 
2018）の一部でも確認されている。これは，気持ち
が伝わる（気が合う）ことで動作の模倣が生じると
いう，「伝染－模倣説」を支持すると考えられる。
　冬生まれ（男性）は，共感が正確でない傾向はあ
るものの，もし正確に共感できたなら，相手に対す
る高い模倣を示す可能性がある。逆に，共感できな
い相手に対しては，模倣がぐんと少なくなる。そう
いう「振れ幅」の大きさが，冬生まれの特徴なのか
もしれない。刺激追求と動作模倣の関連，何が共感
の正確性を向上させるのかについては，さらに検討
が必要であろう。
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要旨
　誕生季節がパーソナリティと関連するという研究が報
告されている。もし冬生まれの刺激追求が高いなら，あ
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るいは，もし冬生まれが朝型のクロノタイプをもってい
るなら，共感の正確性が上がり，じゃんけんで引き分け
やすくなるだろう，という仮説を検証した。大学生の参
加者（N＝130）が二人組を作り，現在の孤独・空腹・疲
労の程度を，お互いに 7 段階で評定した。その後，じゃ
んけんを12回行った。刺激追求は共感正確性や動作模倣
を促さなかったが，冬生まれの男性においては，共感正
確性と動作模倣が関連し，伝染 - 模倣説を支持していた。
冬生まれの情動的不安定さと共感正確性，動作模倣につ
いて考察した。

キーワード：共感の正確性，動作の模倣，共感，誕生季
節効果


